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使用教科書 啓林館「地学基礎 改訂版」 
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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

地球は私たち人間を産み出したという、私たちにとって特別な星です。 

・地球や宇宙に起こる現象についての基本的な概念や原理，法則を理解する 

・地球と宇宙に関する事柄の，時間的・空間的なスケールを正しく理解する 

・自然と人間のかかわりについて科学的な考え方ができるようにする 

この３つを通じて、到達目標に近づけるよう一緒に学んでいきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高め，目的意識をもって観

察，実験などを行い，地学的に探究する能力と態度を育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・法

則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関

連を図りながら地球と

いう環境に関心をも

ち、意欲的に探究しよ

うとするとともに、他

の天体との比較を通し

て科学的な見方や考え

方を身に付けることが

出来るか。 

地球上の現象（気候・

気象・火山・地震など）

を探求するやり方を見

いだし、その課程を通

して、事象を科学的に

考察し、導き出した考

えを適切に表現するこ

とが出来るか。 

地質・地球物理・天文

学的現象に関する観

察・実験・考察などを

行い、その結果を的確

に記録、整理し、自然

の事物・現象を科学的

に探究する技能を身

につけることが出来

るか。 

地球環境や、地球環境

を能動的に変えなが

ら進化した（絶滅し

た）生物の歴史や、宇

宙の普遍要素（恒星の

誕生と死、恒星系、宇

宙の大規模構造）につ

いて、基本的な概念・

知識を身に付けてい

るか。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや問題集 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートや問題集 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートや問題集 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや問題集 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

固
体
地
球
と
そ
の
変
動 

 

地球の概観 

 

○ ○  ○ a:地球という惑星の規模（大きさ、形、

質量、内部での活動）について知ろう

とする意欲 

b:および実際にそれを測る方法について

考えことができるか 

c:そして、実際の観測値から地球の緒量

を導く  

d:地球の内部構造などを理解しているか 

 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

地球の内部 

 

○   ○ 

地球の活動 ○  ○ ○ 

２
学
期 

地
球
の
生
命
の
歴
史Ⅰ

Ⅱ
 

 
 

 
 

地層の形成と地殻

変動 

○   ○ a:地層や化石記録から地球で過去に起こ

ったことも推測できることも学習 

 

d:地層や化石記録と地球で過去に起こっ

たことの関連を理解しているか 

 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

 

化石と地質時代Ⅰ 

 

○   ○ 

化石と地質時代Ⅱ 

 

○   ○ 

３
学
期 

大
気
と
海
洋 

大気と海水の構造  ○  ○ b:大気・海洋について、知識を応用でき

るか 

d:諸測定値をまとめ、大気・海洋の動き

などについて理解する。 

 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

地球の熱収支と 

大気・海水 

 ○  ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 観察・実験の技能  d:知識・理解 


